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佐賀県議会令和３年第４回定例会

一般質問

11月定例会が 11月 25日（木）～ 12月 15日（水）
までの期間で開催されました。

佐賀で宇宙実証実験を佐賀で宇宙実証実験を佐賀で宇宙実証実験を
昨年 11 月の宇宙政策に関する質問から 1年が経過し、佐賀県と
JAXA との連携協定や、JAXA への県職員派遣などの政策が
進む中、今後の更なる進捗と展望について質問しました。

また、先日 11月 8日に佐賀県を含む 11道県で、岸田首相に対し
て『地方からの「宇宙」への挑戦に係る要望・提言」が提出されて
おりますが、佐賀県は未だ明確なビジョンが見えておりません。

そこで、佐賀県が宇宙政策についてどのような方向性を目指して
いるのか、また専門部署のあり方などを明確にするために知事に
質問を行いました。

その結果、知事より「衛星データを活用した水害対策の実証実験を行なっている」ことや、「今後は九
州を宇宙ビジネスの拠点にしてはどうか」という提案や「佐賀県を宇宙実証実験のフィールドにして
いきたい」という答弁がありました。
また翌日の佐賀新聞や毎日新聞にも大きく質問を取り上げていただきました。

「監視カメラ」と「道路情報板」を設置
鳥栖・筑紫野バイパスに内水
監視カメラと道路情報板が設
置されます。
9月議会の委員会で、真木町
の浸水箇所への安全対策の提
案を行ったことも踏まえ、県
内 26箇所のうち鳥栖市内は、
鳥栖・筑紫野バイパスの真木
町と轟木町の道路脇に、内水
監視カメラと道路情報板が設
置される予算が議決されまし
た。
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SAGA サンライズパーク内に
23 日（土）にオープンした、
SAGA アクアの内覧会に参加。
50 メートルと飛び込み台は全
国屈指の施設。プールは水深 3
メートルまで稼動するとのこと
で、オープン後、一気に新記録が連発してお
りました。新たな時代の開幕に期待します。

10 月 14日（木）SAGAアクア内覧会10月 14日（木）SAGAアクア内覧会
鳥栖小学校で開催された、ド
ローン体験会を見学させてい
ただきました。有志の 6年生
が、自分達でプログラミング
してドローンを飛ばす体験型
の事業。参加者の飲み込みが
早く、常識に囚われないプロ
グラミングを見ていると、い
わゆる大人の常識は、果たしてこの子達にどれくらい必要が
あるのか？と考えさせられました。

11 月 27日（土）ドローン体験会11月 27日（土）ドローン体験会

毎年開催されている日本盆栽
青樹展に参加。
今年の最優秀賞は、日本人で
はなく外国の方が受賞。
「良いものは良いんだよ、、、。」
という審査員の方のお話しで
はありましたが、やはり心境
は複雑です。日本の伝統文化
を如何に守るかは、国策とし
て考えなければなりません。

12 月 5日（日）日本盆栽青樹展12月 5日（日）日本盆栽青樹展

地元の水影天神社で、年末年始
に向けた恒例のしめ縄づくりを
行いました。地域の皆さんが事
前の準備を進めていただき、朝
から縄を編み込みました。地域
の安寧を共にお祈りしましょう。

10 月 17日（日）しめ縄づくり10月 17日（日）しめ縄づくり

フレスポ鳥栖で開催された、市
民フェスタを訪問しました。今
回は、第15回記念として、「パネル
コンテスト」が開催されており、
以前から熱心に継続されている
団体から、新たに取り組まれて
いる方々まで、幅広く鳥栖の活
力を感じさせていただきました。

10 月 23日（土）市民フェスタ10月 23日（土）市民フェスタ

11 月議会冒頭で知事から、56 年もの歳月をかけて「サガンスギ」が誕生
し、来年春から出荷を始める予定という発言がありました。木材価格が高
騰している今の時期だからこそ、将来の担い手育成に向けて、先手を打った対策が必要です。
県産木材を、佐賀県の大規模な製材工場等との連携や、建築物などへの利用、高付加価値化等で利用促
進を図り、林業の振興や森林整備に取り組んでいくという答弁であり、今後の政策に期待しております。

○林業の担い手育成と森林整備

投票は全ての国民に認められた権利であることは言うまでもありません。しかし、点字投票
や代理投票などがありますが、現状では重い障がいがある人は投票そのものが非常に困難で
あり、現状に即しておりません。そこで、そのような方々の投票行動を支援するために「福
祉投票所」を設けて、誰もが投票しやすい環境づくりの提案を行いました。答弁では「福祉投票所の設
置は難しい」という内容でしたが、誰もが投票しやすい環境づくりに向けて、今後も提案して参ります。

○福祉投票所の設置を

この制度は、重度の障がいがあっても地域で一人暮らしがしたいという
ニーズに対して、在宅で日常生活が営めるよう、常に介護等のサポート
を行う制度です。しかし、この制度は認知度が低く、事業継続のマンパワー不足や支給時間の問題など
からも利用すること自体が難しい現状があります。答弁では、まずは制度の認知普及や課題の共有を行
うことや、この制度活用へのニーズの把握や市町との連携などの取り組むという内容でした。

○重度訪問介護制度の認知普及

そ の 他 の 一 般 質 問


